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『客船サンプリンセス（7 万７千トン）でのクルーズ』（その１） 

                       会員  中井川久男 

横浜港発着の韓国釜山・済州島・台湾高雄・基隆に寄港する５月１８日から２７日ま

での１０日間のクルーズに参加し、その時の航海日記をまとめてみました。 個人的な

日記ですので不適切な文言もあるかと思いますがご容赦願います。 

 寄港地での観光は全てオプショナルツアーを申込み名勝・旧跡を訪ねましたが、年齢

を重ねたせいか、何処も同じようで大きな感動はなく、船が好きな私は、船客が観光で

下船して 人が少なくなり落ち着いた船内でゆっくりと過ごすのも いいのかなあと考

えるようになりました。 

客船は、利便性のよい街中に近い埠頭に着岸するので、徒歩で短時間 街中を散策する

こともできるし この方が現地の方と接する機会があり楽しいのではと思います。 

 

初日（乗船日） 

 船会社のﾁｪｯｸｲﾝに時間がかかり長い列が出来て私達は１時間以上待たされました。 

年配者の多いクルーズで、１時間以上も立ったまま待たされるなんて･･･  最悪な人は、

この長い列に並びもうすぐだあ～と 思ったと思いきや ツアーを申し込んだ各旅行社

の受付けがまだで 受付を済ませ再度 長い列の最後尾に････列の最後尾に係員を配置

して案内を行うべきではないの！ と思った次第です。再度並んだ人が何人いたかは不

明ですが、大変 気の毒な思いをされたことと思います。（お疲れ様でした）   

乗客定員が 2000 名以上ですので、荷物検査場とﾁｪｯｸｲﾝｶｳﾝﾀｰの増設が望まれます。 

 乗船後、14 ﾃﾞｯｷのﾋﾞｭﾌｪﾚｽﾄﾗﾝ（ﾎﾗｲｿﾞﾝｺｰﾄ）にて遅めの昼食をとってから部屋で荷物

整理をしていたところ避難訓練のｱﾅｳﾝｽがあり、荷物整理を中断して指定場所に集合。 

だが、16 時からの訓練なのに まだぞくぞくと乗船しているではないか･･･ 

 結局 この訓練でも長時間待たされることとなりました。（立ったままの人も大勢い

て気の毒でした） その上 17 時出航がｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙで 2 時間以上遅れ 一時ｴﾚﾍﾞｰﾀも動か

なかったとか･･･ 

重い荷物を持って上層階へ階段で移動された年配者の方々 ここでも大変 気の毒な思

いをされたことでしょう･･･荷物整理を終えて「＄1000 宝さがし」のｲﾍﾞﾝﾄﾆ参加 船内

の主要箇所をまわりスタンプを集めると抽選会に参加できます。 この宝さがしをする

ことによって船内の主要施設が何処にあるのか把握できます。食事時間が 5時半からで

したので、船内スタッフに指定場所が何処にあるのか聞きながら走ってのスタンプ集め

となってしまいました。 夕食テーブルは８人席で、指定のテーブルには私達夫婦を除

き全員着席されていて私達が最後の着席となりました。 

 夕食後、ショーを観覧してから船内を散策して部屋へ戻り、ｼｬﾜｰを使用したら 排水

が詰まっている様子 ﾌﾛﾝﾄに電話し 対応を依頼いたしました。 ｴﾝｼﾞﾆｱに連絡して対

応するとのことでしたが  待てども･･･ 一向に来ない  う～ん（だんだん感情が高

ぶってきたが） 外国船はこんなもと 諦めて就寝  
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 本日は乗船するためだけで疲れてしまった一日でした。 

 

二日目 

 昨日の疲れを引きずってはいるものの船と海が大好きな私は、船上から大海原を見て

いるだけで心が癒され 満足！満足！ だが、ｼｬﾜｰ室の排水詰まりは納得していないの

で、添乗員さんを通して再度ｸﾚｰﾑをしておくこととしたが、 添乗員さんの部屋も同様

の様子 他の人にも聞いてみると私たちの部屋は、まだ良い方だということが判明した

次第です。  夕方近くｴﾝｼﾞﾆｱが来て点検していたが「ﾉｰﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑ」の一言  アチャー 

 午前中 ｶｰﾍﾟｯﾄﾎﾞｳﾙと料理のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝのｲﾍﾞﾝﾄに参加 また、宝さがしの抽選会は

残念ながらはずれてしまった。一人 14 ﾃﾞｯｷのﾃﾗｽｸﾞﾘﾙで昼食のﾋﾞｰﾌﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰを食べてい

て 仲の良いご夫婦とご一緒する（後に私のﾀﾞﾝｽの先生となってくれた？） 

 午後は、ﾀﾞﾝｽﾚｯｽﾝ等のｲﾍﾞﾝﾄに参加 

 なお、本日はﾌｫｰﾏﾙﾅｲﾄで正装しなければならないので、早めに部屋へもどり新調した

和服に着替え、夕食と船長主催のシャンパンレセプションに参加して 華麗なる夜宴を

楽しみました。 

 

     

 横浜大桟橋に停泊中のサンプリンセス        フォーマルナイトの正装 

旅行社へ一言 

 事前の案内では、湯沸しポットにスリッパは設置されていないとのことであったが 

部屋へ入ったら電気ポットにスリッパは船側にて用意されていた。 せっかくスリッパ

を持参したのに･･･  事前の案内では正確な情報を周知してほしいものである。 

 

3 日目 

 釜山入港 

 9 時半出発で海東龍宮寺･APEC ハウス等を回るツアーへ参加 

 下船の際、ゲートで船側が発行したクルーズカード（部屋のキー兼クレジットカード）

をチェックされるが 「ブープー」。セキュリティーの係員に体を張って止められた。 

ぽか～んとしていると私の顔写真が外人の女性に変身してしまっている････？  え～

え～ 
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（クルーズカードのバーコードを機械が読み込むと個人情報と顔写真が表示される）  

 奥さんは、チラッと冷たい視線をこちらに向けそのまま下船してしまった。 

今朝方このカードで部屋へ入ろうとしたが、ドアが開かず、フロントでカードを再発行

してもらったが、そのカードの前の持ち主の顔写真がそのまま残っていたようだ！ 

ゲート担当者が私のカードを持って「ウェト」と言って訂正に走っていった。 

次のツアー客の団体が下船していく･･･10 分程度待っただろうか やっとハンサムな私

の顔写真となってカードが戻ってきて下船。 

 バスの添乗員さんが首を ながあ～くして待っていてくれた。 

奥さんは他人のふりして窓の外を眺めている。 「出発時間を遅らせてしまってごめん

なさい」 でも、悪いのは しっかりとカードを訂正発行しなかったフロント担当者で

すからね！ 

14 時頃ツワーから帰船して 14 デッキ･ホライゾンコートにて遅めの昼食 

15時半からのアフターヌーンティーを楽しむために一人６デッキ後方のリージェンシー

ダイニングへ 来た順番にテーブル（この時は 6人席）に案内され、お茶と軽食が提供

される。 

全員初対面ですので皆さん緊張している様子（私はのんびりと一人で海をみながらお茶

を楽しみたかったのに） 向かい側の先に奥さんを発見 奥さんは他の人と楽しんでい

る様子 やれやれ！ ここでは、船の好きな年配の方と話が尽きずにティータイムの 16

時半を過ぎてしまったので、ダイニングを出て お話をしていました。 

 この方は、ご自分で船のことを調べて勉強したとのことで豊富な知識をお持ちでした。 

私が、かつて船舶通信士であったことから、タイタニック号の SOS の話から始まりブリ

ッジ・エンジンルーム等に関する楽しい会話ができました。 

（この方とは、後日船内で再びお会いして船全般に関するお話をさせていただきまし

た。） 

本日の夕食は、最終乗船時間が 18 時半のため自由席でしたので、二人席を希望して奥さ

んと久々の二人での食事となりました。 

（いつも意見が合いませんが この時は二人席について互いに合意。 気取らずにいつ

ものように食事ができました） 

 食事の後はプリンセスシアターでショーの観覧 本日は、ピアニストのリンダさんに

よるピアノ演奏 この方とは、船内でお会いして短時間お話をいたしました。  

 昨年レジェンドに乗船した際のショーに出ていてすばらしい演奏を聞かせていただき

ました。 

５月初めに乗船したボイジャー（日本初寄港の１４万トンの大型客船）でも出演されて

いて、今回で三回目となります。 

 ショーの内容が全く同じでしたので、早めに切り上げて ホイールハウスバーでダン

スを楽しみました。 

 

４日目 済州島入港 

 8 時 45 分出発の万丈窟とサングムブリ噴火口を回るツアーに参加 
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 13 時頃帰船 8 デッキに直行して、いつも混雑しているヴェルディーズ（ピザ専門店）

にてピザの昼食をいただきました。 

 5 デッキ中央にて休んでいると、5月初めに私達と同じ日程でボイジャーに乗船してい

た Aご夫妻と知り合い、後日、クルーズ専門の旅行会社を紹介していただいた。 

 その紹介していただいた旅行会社の添乗員さんともすっかり顔見知りになってしまっ

た。 

 こうしたことから次々に知り合いが増えていき、時々知らない人（年のせいでメモリ

ー機能が衰えて忘れてしまった人 ごめんなさい）から挨拶され 戸惑う私であった。 

 夕食後は、ショーを観覧し、ビスタラウンジで行われた 50 年代のロックンロールダン

ス教室に参加、続いて 何でもいいから硬い体を動かして楽しく踊ってフィーバーして

いたら フラフープ大会をやるとのこと･･･ すかさず奥さんにそそのかされて（自分で

も出たくて）真っ先に前に出て行き競技に参加  で、男性の部で優勝してしまい シ

ャンパン 1本を賞品としていただきました。 部屋へ戻り 踊り疲れて寝れると思いき

や、興奮が冷めずに 目がパッチリ 朝早くから夜遅くまで 私って こんなに体力が

あったんだ！ 

船に乗っていると 毎日が楽しくて 寝る時間を惜しんでいる自分を改めて発見した次

第である。 

 

  

釜山の海東龍宮寺             釜山港出航での見送り風景 

5 日目（終日航海日） 

 人がいない早朝、船内で一番好きな場所７デッキ「ホイールハウスバー」（ブリッジ

（操舵室）の意味）で古い客船の模型･船の絵･資料等を撮影していたら 同じようにこ

の場所に興味を持っている方がいらっしゃった。 

話をしたら元航海士の方で 12 年ほど船に乗っていたとのこと 私も元通信士で乗船経

歴は 8年 で、ここでも船の話が出来て幸せな時間を持つことができた。 

早朝から楽しい時間を過ごすことができて、初日のアクシデントを忘れ 楽しさ 200％

にパワーアップ!! さらに、今日は終日航海日でゆっくりと船内で過ごすことが出来る 

問題の奥様も楽しみを見つけてくれて一人船内新聞を見ながらイベント参加してくれる。 

「よし！自由時間を確保できたぞ」 朝食は６デッキのダイニングで和食をオーダー 
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お粥が食べられ 量的にも少なめで 毎日 これでもかと 次々出されるコース料理や 

バイキングでつい多めに食べてしまっている胃に安らぎを与えてくれた。腹八分目 こ

れこそ健康の秘訣と 今更ながらに感じて 軽くなった体で船内を散策することができ

る。 

 午前中は毎回参加のカーペットボウルと初級英会話教室に参加 

昼食はダイニングにてスープ・サラダ・チーズバーガですませる。 

午後は、シアターで見たかった「おかえり、はやぶさ」の映画鑑賞 毎日の夜遊びが過

ぎたのか 半分は寝てしまった。その後、初日の避難訓練の際に知り合った B夫妻のビ

ンゴゲームを応援観戦する。指定の色カードで 4･5 回できるが いずれもビンゴになら

ず それにしてもビンゴの返戻金がちょっと少なすぎるのでは･･･ まあ ゲーム感覚

で参加する分にはいいのかなああ！ 

夕食後 外が暗くなってくるにしたがってエンジンが最高潮にフル回転してくる･･･の

は、なぜ？ 

社交ダンスの華麗なる踊りのショーを見たあとは、満席となっていたビスタラウンジで

の落語を聞いて･･･ シューティングスターズでディスコナイトを楽しんだ！ （夕食時

にテーブルの全員をお誘いしたが我が夫婦と N夫妻が参加） 

少ない人数で短時間ではあったが、担当スタッフの誘いもあり十分に楽しむことができ

た。 

 

6 日目 台湾高雄入港 

 初めて旅行社主催（他のツアーは船会社主催）のツアーに参加するが、昼食と土産物

屋に行ったことは記憶しているが････ 

資料によると澄清湖・寿山公園へ行ったことになっていた。（神社と龍･虎の建造物が湖

にあったことは記憶にある） 

 以前高雄に来て 友人達（現地人を含む）と美味しい飲茶料理を食べたので 奥さん

に昼食を期待させていたが････ 

 うむ～ 期待はずれの感が強かった。 

入港時 本船は極狭い場所を通過して着岸していたことを思い出した。 船内の窓から

陸岸の建物が極近くに見えて  

えっ！ こんなに近くを通って座礁しないの？ とビックリしたので、 出航時はこれ

を確認するため 船首で見学することとした。 

 すると同じ思いの 元航海士さんも船首に!!! 相当深く掘削してあるんだろうねえ

～と 二人で感心している中、無事に通過してパイロット（水先案内人）が下船してい

った。 

で、時計を見ると 17 時 40 分 ダイニング開店（17 時 30 分）後 15 分を過ぎると 閉

められてしまう  あわててダイニングへ向かい セーフ 私を除くみなさんは既に食

事中  一人だけ一番遅い着席であった。夕食後は、マジックショーにビスタラウンジ

でのダンスを楽しむ  

 ダンスのステップは、最初は簡単であるが次々にステップが増え全くの初心者にとっ
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ては、かつ、リズムに乗れない運動オンチの私には、たいそう難しいステッップである。 

スタッフにブツブツ言っていたら マイクを向けられてしまった。 

 そのかいあって、私の前でステップしてくれて何とか････ その後もこのスタッフに

は、ダンス教室のたびに特訓？を受けられる利益を受けることとなってしまった。 

                       

高雄出航後、狭い場所を通過するサンプリンセス 華麗なダンスを披露してくれたカティア 

 

７日目 台湾基隆入港 

 入港時船首にて見学 40 年近く前、船乗時代に着岸した場所とたぶん同じ場所に着岸 

「なつかし～い」と思わずひとり言････ 

7 時 45 分集合の故宮博物院･忠烈祠･中正記念堂を回るコースのツワーに参加するため、

14 デッキホライゾンコートで早めの朝食をして出発の準備。 

 期待していた故宮博物院であったが、人がいっぱいでゆっくりと見学している余裕が全

くなく ちょっとガッカリ！  ここは個人で来て一日かけて見学したほうがいいと思

う。 

忠烈祠は、11 時の衛兵交代を観覧 しかし集合は 11 時 15 分 丁度いい場面であったが

撮影を断念しバスへ戻る。 だが、戻っていない人が 2名いる。10 分過ぎても戻ってこ

ない（添乗員さんが探しにいく） 

 「出発・出発」と大声で叫びたくなったが グッと こらえて我慢した。 

撮影に夢中になってしまって時間を忘れてしまったとか････  撮影を断念して戻って

きた私は･･･ いい場面が撮れたのにと ブツブツ  

年とともに動作がスローになるので早めの集合を心がけようと 肝に銘じた私であった。 

14 時前に帰船 奥さんは船へ  私は、懐かしさのあまり 一人街中へ 昔歩いたと思

われる道を 2時間程散策したが、 昔の目標物はとうとう発見できなかった。 

16 時頃帰船 今日はクルーズ最後の出航となるので、出航時の汽笛音をビデオに撮りた

くて またも船首へ ずーっと撮影していたが汽笛が鳴らない（今回に限って鳴らさな

かった） 

ディナーを一人欠席して（奥さんはプリプリ）今か今かと長時間撮影しっぱなしにして

いたのに汽笛が鳴らなかった･･･  残念無念！ 一人ホライゾンで夕食の食事をして

いたら 2日目にハンバーガーショップで知り合った Mご夫妻に遭遇し 一緒の食事とな
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った。 夕食後、ボーカリストのショーを見てから、ビスタラウンジに移動し、またも

やショータイム 引き続き この場所で カントリー＆ウエスタンナイト といっても

全く踊れないが･･･ だが先ほど夕食を共にした M夫妻に「初心者は踊れないのが当たり

前 何でもいんだヨ！」とお声がかかれば 遠慮がない私は、すかさず舞台でフィバー

してしまった。  

明が暗くなりムード音楽に変わり ペアでのダンスに 「一人なんでこれは無理だな！」 

舞台を去ろうとしていると スタッフの女性が おいでよと 手を差し伸べている 私

かな～あ？  と考える暇もなく 

磁石のように吸い付けられてしまった。 

 覚えたばかりのワルツで左回転のみ･･･ 

 いける！いける！ 下手ながら自信に満ちたワルツであった。 

 楽しかったイベントが終わり のどが渇いてしまったので、14 デッキのホライゾンへ

水分補給に M 夫妻とお茶をして７日目の夜が終わった。０時を回っていて８日目の朝

だ!! でも、おやすみなさい！ 

＊お得な情報 

 夜中の人の少ないホライゾンはゆっくりと過ごすことができるのと、船のスタッフが

利用している時間帯であることが分った。 

深夜見かけたスタッフ（本日の夜だけではありませんヨ！ と言う事は毎晩遅かった

の？ イエッサー 毎晩恒例です） 

・サンプリンセスダンサーの女性陣 

・ショーですばらしい踊りを披露してくれたカティア 

・私のダンスの特訓をしてくれた男性スタッフ 

・イタリア人の三等航海士 

（金筋一本の肩章をつけていたので、つたない英語でアーユー３rd オフィサーと聞いた

ら 返答してくれました。 イタリア人とのことで、 地中海で座礁し、船長が逃げて

しまった話をしたら そんなことはあってはならないと笑っておりました） 

  

ショータイム「カントリージャム」      カントリーウェスタンナイトの一コマ 

 

                    （次号に続く） 
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